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令和７年度版『現代の国語』年間学習指導計画例  

■１年 

月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

4 1 

豊
か
に
想
像
す
る 

朝のリレー 

【読む（詩）】 

2 時間 

 

◎詩を読んで感じたり想像し

たりしたことを共有する。

（Ｃオ） 

○情景を想像しながら音読

し、詩の構成や表現の効

果について考える。（Ｃエ） 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 情景を想像しながら音読し、詩の構成や表

現の効果について考える。 

・本文中の地名の位置を確認し、地球を思

い浮かべながら音読する。 

・朝と夜を表す表現に着目し、表現の巧み

さについて考える。 

→思考の方法［順序立てる］ 

2 詩を読んで感じたり想像したりしたことを共

有する。 

・「朝をリレーする」とはどういうことか、考え

たことを書く。 

・書いたことをもとに、考えを共有する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・事象や行為、心情を表す語句

の量を増すとともに、語句の辞

書的な意味と文脈上の意味との

関係に注意して話や文章の中

で使うことを通して、語感を磨き

語彙を豊かにしている。（（1）ウ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、

自分の考えを確かなものにして

いる。（Ｃオ） 

➋「読むこと」において、文章の構

成や展開、表現の効果につい

て、根拠を明確にして考えてい

る。（Ｃエ） 

主 

・進んで自分の考えを確かなもの

にし、学習課題にそって考えを

伝え合おうとしている。 

小説や随筆

などを読み、

考えたことを

伝え合う。（Ｃ

イ） 

 竜 

【読む（物語）】 

4 時間 

 

◎描写をもとに三太郎の心

情の変化を捉える。（Ｃイ） 

○擬態語などの表現の工夫

に着目して読み、表現の効

果について考える。（Ｃエ） 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

4 

 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 本文を通読し、場面ごとの内容を捉える。 

→□■二次元コード□■  

・本文を通読し、場面の区切りを確認する。 

・場面ごとのできごとをまとめ、タイトルをつ

ける。 

2 描写をもとに三太郎の心情の変化を捉え

る。 

・「気の弱い微笑」と「気の弱そうな苦笑い」

を比較する。 

・二つの表現に表れた三太郎の変化を捉え

る。 

→思考の方法［比較する］ 

3 擬態語などの表現の工夫に着目して読み、

表現の効果について考える。 

・擬声語・擬態語を探し、表現の効果につ

いて考える。 

4 物語における表現の効果について考えを深

める。 

・おもしろいと思ったできごとや表現を探

す。 

・おもしろさの理由を考えて、紹介し合う。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、場面の

展開や登場人物の心情の変化

などについて、描写をもとに捉

えている。（Ｃイ） 

➋「読むこと」において、文章の構

成や展開、表現の効果につい

て、根拠を明確にして考えてい

る。（Ｃエ） 

主 

・進んで心情の変化などを捉え、

学習課題にそって考えを伝え合

おうとしている。 

小説や随筆

などを読み、

考えたことな

ど を伝え合

う。（Ｃイ） 

内容解説資料 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

5 グループディスカッション 

話題や展開にそって 

話し合いをつなげる 

【話す・聞く】 

4 時間 

 

 

◎話題や展開を捉えながら

話し合い、互いの発言を結

びつけて考えをまとめる。

（Ａオ） 

○必要に応じて記録したり質

問したりしながら話の内容

を捉え、共通点や相違点

などをふまえて、自分の考

えをまとめる。（Ａエ） 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3-4 

 

 

 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 話題や展開にそって話し合いをつなげるた

めの方法を理解する。 

・話し合い記録から、「話し合いのこつ」を見

つける。 

・「話し合いのこつ」のはたらきや効果につい

て考える。 

→□■二次元コード□■  

2 話し合いをつなげるための方法を、グルー

プディスカッションで活用する。 

・「話し合いのこつ」を活用して、グループディ

スカッションを行う。 

・効果的な発言とその効果を、発言メモにまと

める。 

3 記録したり質問したりしながら話の内容を捉

え、自分の考えをまとめる。 

・発言メモをもとに、グループディスカッション

を振り返る。 

・特に効果的だった発言や、「話し合いのこ

つ」について交流する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  参考資料 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「話すこと・聞くこと」において、

話題や展開を捉えながら話し合

い、互いの発言を結びつけて考

えをまとめている。（Ａオ） 

➋「話すこと・聞くこと」において、

必要に応じて記録したり質問し

たりしながら話の内容を捉え、共

通点や相違点などをふまえて、

自分の考えをまとめている。（Ａ

エ） 

主 

・積極的に話題や展開を捉え、学

習の見通しをもって話し合おうと

している。 

互いの考えを

伝えるなどし

て、少人数で

話し合う。（Ａ

イ） 

 

 

言葉発見 1 

音声のしくみとはたらき 

1 時間 

 

◎音声のはたらきやしくみに

ついて、理解を深める。

（知・技（1）ア） 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 日本語の音節について理解する。 

2 五十音図のしくみについて理解を深める。 

→資料編「五十音図とローマ字」 

3 イントネーション・プロミネンスについて理解

する。 

4 「確かめよう」の課題に取り組む。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・音声のはたらきやしくみについ

て、理解を深めている。（（1）ア） 

主 

・進んで音声のはたらきやしくみ

について理解を深め、学習した

ことを生かして課題に取り組もう

としている。 

- 

 

 

漢字を身につけよう➀ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

6 2 

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る 

 読み方を学ぼう➊  

説明文の基本構造 
 
ペンギンの防寒着 

【読む（説明）】 

1 時間 

 

◎説明文の基本構造を理解

する。（Ｃエ） 

 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 説明文の基本構造を理解する。 

・本文を通読し、全体の構成を捉える。 

・「本論」に書かれたペンギンの保温のしくみ

を読み取る。 

・「序論」「本論」「結論」の役割を捉える。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  

（※「クジラの飲み水」と合わせて評

価する。） 

 

- 

 

 

クジラの飲み水 

【読む（説明）】 

4 時間 

 

◎文章の構成や展開など、

読み手にわかりやすく伝え

るための筆者の工夫を捉

える。（Ｃエ） 

○段落と段落の関係に注意

しながら、文章の内容を読

み取る。（Ｃア） 

 

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

 

 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 文章全体の構成と要旨を捉える。 

・本文を通読し、全体の構成を捉える。 

→ 読み方を学ぼう➊  説明文の基本構造 

・筆者が立てた「問い」に対する「仮説」を見

つける。 

・筆者が立てた「問い」に対する「答え」につ

いて、100 字程度の文章にまとめる。 

2 表現の工夫を探して、その効果を捉える。 

・「仮説」が果たす効果について考える。 

→思考の方法［理由づける］ 

3 二つの文章を読み比べて、考えたことを発

表する。 

・「クジラの飲み水」と「ペンギンの防寒着」を

読み比べる。 

・読み比べて考えたことを発表し合う。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、文章の

構成や展開、表現の効果につ

いて、根拠を明確にして考えて

いる。（Ｃエ） 

➋「読むこと」において、文章の中

心的な部分と付加的な部分、事

実と意見との関係などについて

叙述をもとに捉え、要旨を把握

している。（Ｃア） 

主 

・進んで文章の構成や表現の効

果を捉え、学習課題にそって考

えを報告しようとしている。 

説明の文章

を読み、理解

したことや考

えたことを報

告する。（Ｃ

ア） 

 

 

漢字のしくみ 1 

活字と手書き文字・ 

画数・筆順 

1 時間 

 

◎活字と手書き文字・画数・

筆順について理解を深め

る。（知・技（1）イ） 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 漢字の字体、書体の違いを理解する。 

2 漢字の画数・筆順について理解する。 

3 「確かめよう」の課題に取り組む。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増している。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 



4 

月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

  レポート 

調べたことを整理して 

わかりやすくまとめる 

【書く】 

5 時間 

 

◎調べて集めた情報を整理

して、伝えたい内容を明確

にする。（Ｂア） 

○レポートの構成を理解し、

表・グラフ・イラストなどを効

果的に用いて書く。（Ｂイ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 

 

 

 

 

 

 

 

4-5 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 身のまわりのものやできごとから課題を決め

る。 

・身近なものや身のまわりのできごとから「問

い」を立てる。 

・「問い」を手がかりにして、レポートの課題を

決める。 

・予想を立てる。 

2 情報を集めて整理し、伝えたい内容を明確

にする。 

・情報を得る方法を考えて調査を行い、調べ

た情報を記録する。 

→資料編「著作権と引用」 

・集めた情報を分類し、整理する。 

→思考の方法［分類する］ 

→□■二次元コード□■  

3 レポートの構成を理解し、表などを効果的に

用いて書く。 

・レポートの形式に従って書く。 

・完成したレポートを読み合う。 

→□■二次元コード□■  

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方、引用の仕方

や出典の示し方について理解を

深め、それらを使っている。（（2）

イ） 

思・判・表 

➊「書くこと」において、集めた材

料を整理し、伝えたいことを明

確にしている。（Ｂア） 

➋「書くこと」において、書く内容

の中心が明確になるように、段

落の役割などを意識して文章の

構成や展開を考えている。（Ｂ

イ） 

主 

・粘り強く集めた材料を整理し、

学習の見通しをもってレポートを

書こうとしている。 

本や資料か

ら文章や図

表などを引用

して説明した

り記録したり

するなど、事

実やそれをも

とに考えたこ

とを書く。（Ｂ

ア） 

 

 

漢字を身につけよう② 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 



5 

月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

7 3 

も
の
の
見
方
・
感
性
を
養
う 

空中ブランコ乗りのキキ 

【読む（物語）】 

 

 読み方を学ぼう➋ 

人物相関図 

4 時間 

 

◎描写をもとに、場面の展開

や登場人物の相互関係、

心情の変化などを捉える。

（Ｃイ） 

○登場人物の判断や行動に

ついて、自分の考えを確か

なものにする。（Ｃオ） 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

4 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 登場人物の相互関係を捉える。 

・本文を通読し、全体の内容を捉える。 

・物語の登場人物を整理する。 

→ 読み方を学ぼう➋  人物相関図 

□■二次元コード□■  

2 描写をもとに、場面の展開や心情の変化を

捉える。 

・キキの気持ちを場面ごとに捉える。 

・なぜ四回宙返りに挑んだのか考える。 

→思考の方法［仮定する］ 

3 登場人物の言動と相互関係について考え

る。 

・キキに最も影響を与えた人物は誰か考え

る。 

・理由をあげながら、考えたこと、想像したこと

を話し合う。 

4 登場人物の判断や行動について、自分の

考えを確かなものにする。 

・キキの行動や考えについて自分の考えを文

章にまとめる。 

・文章をもとに話し合い、考えを共有する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、場面の

展開や登場人物の相互関係、

心情の変化などについて、描写

をもとに捉えている。（Ｃイ） 

➋「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、

自分の考えを確かなものにして

いる。（Ｃオ） 

主 

・進んで登場人物の相互関係に

ついて描写をもとに捉え、学習

課題にそって考えを伝え合おう

としている。 

小説や随筆

などを読み、

考えたことな

ど を伝え合

う。（Ｃイ） 

 文法の窓 1 

言葉の単位・文節の関係 

3 時間 

 

◎言葉の単位・文節の関係

について理解する。（知・技

（1）エ） 

 

 

1-3 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 「文法の窓 1」で言葉の単位・文節の関係に

ついて考える。 

2 「文法のまとめ」「1 言葉の単位」で、言葉の

まとまりについて理解する。 

3 「文法のまとめ」「2 文節の関係・連文節・文

の成分」で、文の基本的なしくみについて理

解する。 

4 「確認しよう 1」の課題に取り組む。 

→□■二次元コード□■  

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・単語の類別について理解してい

る。（（1）エ） 

主 

・進んで単語の類別について理

解し、学習したことを生かして課

題に取り組もうとしている。 

- 



6 

月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 字のない葉書 

【読む（随筆）】 

 

 読み方を学ぼう➌ 

行動描写 

3 時間 

 

◎場面と行動描写などを結

びつけて、内容を読み深め

る。（Ｃウ） 

○描写をもとに、人物像や人

物の心情の変化を捉える。

（Ｃイ） 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 作品を読んで場面ごとの内容を捉える。 

・本文を通読し、全体の内容を捉える。 

・手紙・葉書にまつわる思い出について、そ

れぞれの内容をまとめる。 

2 行動描写から登場人物の人物像や心情の

変化を捉える。 

・後半部分について、父の行動の描写を捉え

る。 

・父の行動から、心情の変化を読み取る。 

→ 読み方を学ぼう➌  行動描写 

□■二次元コード□■  

3 「私」の父に対する思いについて考える。 

・今の「私」の父に対する思いについて、昔と

比べながら考える。  

→思考の方法［比較する］ 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

 

〈学びを広げる〉 → 書く「随筆」へ 

・日常生活でのさまざまな体験を振り返って

随筆を書く。 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、場面と場

面、場面と描写などを結びつけ

て内容を解釈している。（Ｃウ） 

➋「読むこと」において、場面の展

開や登場人物の相互関係、心

情の変化などについて、描写を

もとに捉えている。（Ｃイ） 

主 

・進んで場面と描写などを結びつ

けて内容を解釈し、学習課題に

そって考えを記録しようとしてい

る。 

随筆を読み、

考えたことな

どを記録す

る。（Ｃイ） 

 随筆 

体験に向き合い意味づける 

【書く】 

5 時間 

 

◎日常生活の体験の中から

題材を決め、表現したいこ

との中心を明確にしてまと

める。（Ｂア） 

○交流を通して、表現のよい

点や改善点を見つける。

（Ｂオ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 

 

 

 

 

 

 

 

5 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 日常生活の体験の中から題材を決める。 

・これまで書いた文章や日記を読み返すなど

して、体験を振り返る。 

→思考の方法［関連づける］ 

・書く題材を決め、体験を通して生じた思い

や考えを書き出す。 

2 表現したいことの中心を明確にしてまとめ

る。 

・表現したいことを明確にして、全体の構成を

考える。 

・体験したことを詳しく具体的に書く。 

・印象に残るように工夫して自分の思いを書

く。 

→□■二次元コード□■  

3 交流を通して、表現のよい点や改善点を見

つける。 

・書いた随筆を読み合う。 

・構成や描写の工夫などについて、感想や

意見を交流する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「書くこと」において、目的や意

図に応じて、日常生活の中から

題材を決め、集めた材料を整理

し、伝えたいことを明確にしてい

る。（Ｂア） 

➋「書くこと」において、根拠の明

確さなどについて、読み手から

の助言などをふまえ、自分の文

章のよい点や改善点を見いだし

ている。（Ｂオ） 

主 

・粘り強く伝えたいことを明確に

し、学習の見通しをもって随筆を

書こうとしている。 

随筆を書くな

ど、感じたこと

や考えたこと

を書 く 。 （ Ｂ

ウ） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 漢字のしくみ 2 

成り立ちと部首 

1 時間 

 

◎漢字の成り立ちと部首につ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

 

 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 漢字の成り立ちについて理解する。 

2 漢字の部首と意味の関係について理解す

る。 

3 「確かめよう」の課題に取り組む。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度を読んでいる。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増している。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 

 私の読書体験 

本を読むことのおもしろさ 

2 時間 

 

◎読書が、知識や情報を得

たり、自分の考えを広げた

りすることに役立つことを

理解し、読書を通して自分

の考えを確かなものにす

る。（知・技（3）オ、Ｃオ） 

1-2 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 教材文を読み、感想を交流する。 

・本文を通読して、内容を捉える。 

・感じたことや考えたことを交流する。 

2 本を選んで読み、自分の考えを広げたり深

めたりする。 

・学校図書館などで、本を選んで読む。 

→資料編 読書の広場「小さな図書館」 

→□■二次元コード□■  

・互いに本を紹介したり感想を伝え合ったり

する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  解説動画 

知・技 

・読書が、知識や情報を得たり、

自分の考えを広げたりすること

に役立つことを理解している。

（(3)オ） 

思・判・表 

・「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、

自分の考えを確かなものにして

いる。（Ｃオ） 

主 

・進んで自分の考えを確かなもの

にし、学習したことを生かして学

校図書館などを利用し、多様な

情報を得ようとしている。 

学校図書館

な どを利用

し、多様な情

報を得て、考

えたことなど

を報告したり

資料にまとめ

たりする。（Ｃ

ウ） 

 漢字を身につけよう③ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

9 4 

論
理
的
に
考
え
る 

一〇〇〇円の価値を 

考える 

【読む（説明）】 

 

 読み方を学ぼう➍ 

三角ロジック 

4 時間 

 

◎文章の要旨を捉え、筆者

の考えに対して自分の考

えをもつ。（Ｃア） 

○文章の構成や展開をもと

に、筆者の表現の工夫に

ついて考える。（Ｃエ） 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 文章の構造と内容を捉える。 

・本文を通読し、全体の内容を捉える。 

・筆者の提示する問い（問題提起）について

考える。 

2 文章の要旨を捉える。 

・お金の歴史の流れについて捉える。 

・「日本のお金＝日本の信用」ということにつ

いて考え、説明する。 

→ 読み方を学ぼう➍  三角ロジック 

□■二次元コード□■  

3 筆者が示す考えをもとに、自分の考えをも

つ。 

・キャッシュレス決済について、筆者が示す

二つの異なる主張とその根拠を捉える。 

・筆者が示す二つの異なる主張をもとに、

キャッシュレス決済の活用について自分の

考えをまとめる。 

→思考の方法［具体化する］ 

4 筆者の主張に対して自分の考えをもつ。 

・筆者の主張について、自分の考えを文章に

まとめる。 

・文章をもとに話し合い、考えを共有する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

➊原因と結果、意見と根拠など情

報と情報との関係について理解

している。（（2）ア） 

➋比較や分類、関係づけなどの

情報の整理の仕方について理

解を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、文章の

中心的な部分と付加的な部分、

事実と意見との関係などについ

て叙述をもとに捉え、要旨を把

握している。（Ｃア） 

➋「読むこと」において、文章の構

成や展開、表現の効果につい

て、根拠を明確にして考えてい

る。（Ｃエ） 

主 

・進んで要旨を把握し、学習課題

にそって考えをまとめようとして

いる。 

説明の文章

を読み、理解

したことや考

えたことを文

章 に ま と め

る。（Ｃア） 

  言葉発見 2 

接続する語句・指示する 

語句 

1 時間 

 

◎指示する語句と接続する

語句の役割について理解

を深める。（知・技（1）エ） 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 接続する語句について理解する。 

2 指示する語句について理解する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

➊指示する語句と接続する語句

の役割について理解を深めてい

る。（（1）エ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増している。（（1）ウ） 

主 

・進んで指示する語句と接続する

語句の役割について理解を深

め、学習したことを生かして課題

に取り組もうとしている。 

- 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 

 

スピーチ 

構成を工夫して 

魅力を伝える 

【話す・聞く】 

5 時間 

 

◎日常生活を振り返って話

題を選び、自分の考えが

明確になるように、構成を

工夫する。（Ａイ） 

○聞き手の反応をふまえなが

ら、表現を工夫して話す。

（Ａウ） 

1 

 

 

 

2-3 

 

 

 

 

 

4-5 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 日常生活の中から話題を探す。 

・スピーチの内容を考える。 

2 自分の考えが明確になるように、構成を工

夫する。 

・スピーチの構成を考える。 

→思考の方法［順序立てる］ 

→資料編「メモを活用する」 

・スピーチの練習をする。 

3 聞き手の反応をふまえながら、表現を工夫

して話す。 

・グループでスピーチを行う。 

・相互評価する。 

→□■二次元コード□■  

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

 

知・技 

・原因と結果、意見と根拠など、

情報と情報との関係について理

解している。（（2）ア） 

思・判・表 

➊「話すこと・聞くこと」において、

自分の考えや根拠が明確にな

るように、話の中心的な部分と

付加的な部分、事実と意見との

関係などに注意して、話の構成

を考えている。（Ａイ） 

➋「話すこと・聞くこと」において、

相手の反応をふまえながら、自

分の考えがわかりやすく伝わる

ように表現を工夫している。（Ａ

ウ） 

主 

・積極的に構成を考え、学習の見

通しをもって話そうとしている。 

紹介や報告

など伝えたい

ことを話した

り、それらを

聞いて質問し

たり意見など

を述べたりす

る。（Ａア） 

 

 

漢字を身につけよう④ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 

10 5 

古
典
に
学
ぶ 

月を思う心 

【読む（解説）】 

1 時間 

 

◎古典の世界への理解を深

め、月と人々との関わりに

ついて考える。（知・技（3）

イ、Ｃア） 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 月と人々との関わりについて考える。 

・本文を通読し、内容を捉える。 

・月と昔の人々の生活について想像し、人々

の月への思いについて考える。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・古典にはさまざまな種類の作品

があることを知っている。（（3）イ） 

思・判・表 

・「読むこと」において、文章の中

心的な部分と付加的な部分、事

実と意見との関係などについて

叙述をもとに捉え、要旨を把握

している。（Ｃア） 

主 

・進んで要旨を把握し、学習した

ことを生かして考えたことを報告

しようとしている。 

説明や記録

などの文章を

読み、理解し

たことや考え

たことを報告

する。（Ｃア） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 

 

 

竹取物語 

【読む（古文）】 

 

古文の読み方 

古典の仮名遣い 

 

コラム 「このあたり」って 

どのあたり？ 

4 時間 

 

◎登場人物の相互関係や心

情の変化について、描写を

もとに捉える。（Ｃイ） 

○古文の仮名遣いやリズムに

注意して音読し、古典の世

界を感じ取る。（知・技（3）

ア） 

 

 

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

4 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 古文の仮名遣いやリズムに注意して音読

し、内容を捉える。 

→□■二次元コード□■  

・歴史的仮名遣いや古典の言葉に注意して

音読する。 

・登場人物の相互関係を整理し、物語のあら

筋を捉える。 

2 登場人物の相互関係や心情の変化につい

て、描写をもとに捉える。 

・主な登場人物の言動から性格を想像し、感

じたことを書く。 

・最も悲しんだのは誰か、理由とあわせて考

える。 

→思考の方法［多角的に見る］ 

3 古典の世界を感じ取り、現代と比べて考え

を広げる。 

・約千年たっても変わらないところと、変わっ

たところを考える。 

・考えたことを話し合う。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  参考資料／デジタル漢字

ドリル 

知・技 

・音読に必要な文語のきまりを知

り、古文を音読し、古典特有のリ

ズムを通して、古典の世界に親

しんでいる。（（3）ア） 

思・判・表 

・「読むこと」において、場面の展

開や登場人物の相互関係、心

情の変化などについて、描写を

もとに捉えている。（Ｃイ） 

主 

・進んで登場人物の相互関係や

心情の変化を描写をもとに捉

え、学習課題にそって考えを伝

え合おうとしている。 

小説や随筆

などの文章を

読み、考えた

ことを伝え合

う。（Ｃイ） 

故事成語――矛盾 

【読む（漢文）】 

 

漢文の読み方 

訓読の仕方 

3 時間 

 

◎話の展開を捉え、表現の

効果について考える。（Ｃ

エ） 

○訓読の仕方を知り、漢文調

のリズムを意識して音読す

る。（知・技（3）ア） 

1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 訓読の仕方を知り、漢文調のリズムを意識し

て音読する。 

→□■二次元コード□■  

・漢文調のリズムに注意して「矛盾」を音読

し、話の流れを捉える。 

・訓読の仕方について理解する。 

2 「矛盾」の話の展開を捉え、他の故事成語

について調べる。 

・「矛盾」の意味の由来について、四つの絵

を用いて説明する。  

・他の故事成語について調べ、それを使って

短い文章を作る。 

3 故事成語の優れた点やおもしろさ、表現の

効果について考える。 

・故事成語の優れた点やおもしろさなどにつ

いて、自分の考えを書く。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

〈学びを広げる〉 

・故事成語を一つ選び、その物語を四コマ漫

画で表す。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル／補

充教材 

知・技 

・音読に必要な文語のきまりや訓

読の仕方を知り、古文や漢文を

音読し、古典特有のリズムを通し

て、古典の世界に親しんでい

る。（（3）ア） 

思・判・表 

・「読むこと」において、文章の構

成や展開、表現の効果につい

て、根拠を明確にして考えてい

る。（Ｃエ） 

主 

・進んで文章の構成や表現の効果

を捉え、学習課題にそって考えを

記録しようとしている。 

 

小説や随筆

などを読み、

考えたことを

記 録 す る 。

（Ｃイ） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字のしくみ 3 

漢字の音と訓 

 

コラム 漢字文化をアレ 

ンジする日本の力 

1 時間 

 

◎漢字の音と訓について理

解を深める。（知・技（1）イ） 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 漢字の音読みと訓読みについて理解する。 

2 同音異字と同訓異字について理解する。 

3 「確かめよう」の課題に取り組む。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度を読むことができる。

（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増している。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解を

深め、学習したことを生かして課

題に取り組もうとしている。 

- 

漢字を身につけよう⑤ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解を

深め、学習したことを生かして課

題に取り組もうとしている。 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

11 

 

6 

情
報
を
関
係
づ
け
る 

マンガ 情報の扱い方 

【読む（解説）】 

1 時間 

防災に関するデータ 

【読む（図表）】 

1 時間 

「みんなでいるから大丈夫」 

の怖さ 

【読む（記録）】 

2 時間 

行事案内リーフレット 

必要な情報を 

わかりやすく伝える 

【書く】 

5 時間 

 

◎比較や分類、関係づけな

どの情報の整理の仕方に

ついて理解を深め、内容を

解釈する。（知・技（2）イ・Ｃ

ウ） 

◎引用や出典の示し方につ

いて理解を深め、読み手

の立場に立って表記や表

現の仕方を整える。（Ｂエ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

5-7 

 

 

 

 

 

 

8-9 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 情報の整理の仕方について理解を深める。 

・目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

・マンガ「二つのデータ、どう関係づける？」を

読んで、情報の整理の仕方について理解

する。 

・データを関係づけるうえで注意するべきこと

について話し合う。  

・学校や家庭で災害について備えるべきこと

について話し合う。 

2 資料Ａ「防災に関するデータ」のデータをふ

まえて人々の行動の課題を考える。 

・「１ 警戒レベルの種類と内容」から、災害時

にとるべき行動について考える。 

・「２ 災害が起きたときに実際にとった行動に

ついてのアンケート」から、災害時の人々の

行動を捉える。 

・１と２のデータからわかる避難行動における

問題点について考える。 

3 資料Ｂ「『みんなでいるから大丈夫』の怖さ」

を読み、緊急時になぜ逃げないのかを捉え

る。 

・本文を通読し、内容を捉える。  

・「集団同調性バイアス」の意味とはたらきに

ついてまとめる。 

・実験の結果から導き出される筆者の意見を

捉える。 

4 資料Ａと資料Ｂを関連づけて、避難行動をと

ることの難しさについて考えを深める。 

・資料Ａと資料Ｂから読み取ったことを関連づ

けて、その他の原因について考える。 

・必要に応じて、学校図書館やインターネット

を活用し、関連する多様な情報を収集す

る。 

5 リーフレットに掲載する内容を決め、情報を

集めて交流する。 

・資料Ａ・資料Ｂの学習で、自分が大切だと

思ったことをまとめ、リーフレットに掲載する

内容を決める。 

・リーフレットに掲載する内容にそって情報を

集める。 

6 構成を考えてリーフレットを書く。 

・集めた情報をリーフレットにまとめる。 

・読み手の立場に立って読み返し、表現や表

記などを工夫する。 

◆必要な情報をわかりやすく伝えることにつ

いて、学んだことを自分の言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル／参

考資料 

知・技 

➊比較や分類、関係づけなどの

情報の整理の仕方、引用の仕

方や出典の示し方について理

解を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

➋原因と結果、意見と根拠など情

報と情報との関係について理解

している。（（2）ア） 

思・判・表 

➊「書くこと」において、読み手の

立場に立って、表記や語句の用

法、叙述の仕方などを確かめ

て、文章を整えている。（Ｂエ） 

➋「読むこと」において、目的に応

じて必要な情報に着目して要約

し、内容を解釈している。（Ｃウ） 

➌「読むこと」において、文章の中

心的な部分と付加的な部分、事

実と意見との関係などについて

叙述をもとに捉え、要旨を把握

している。（Ｃア） 

➍「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、

自分の考えを確かなものにして

いる。（Ｃオ） 

主 

・粘り強く情報の整理の仕方に注

意して内容を解釈し、学習課題

にそって行事案内リーフレットを

書こうとしている。 

行事の案内

や報告の文

章 を 書 く な

ど、伝えるべ

きことを整理

して書く。（Ｂ

イ） 

 

説明や記録

などの文章を

読み、理解し

たことや考え

たことを文章

にまとめる。

（Ｃア） 

 

学校図書館

な どを利用

し、多様な情

報を得て、考

えたことなど

を報告する。

（Ｃウ） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 

 

言葉発見 3 

方言と共通語 

1 時間 

 

◎共通語と方言の果たす役

割について理解する。（知・技

（3）ウ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 地域による言葉の違いがあることを理解す

る。 

2 方言と共通語の使い分けについて考える。 

3 方言のアクセントの特徴について考える。 

4 「確かめよう」の課題に取り組む。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

➊共通語と方言の果たす役割に

ついて理解している。（（3）ウ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増している。（（1）ウ） 

主 

・進んで共通語と方言の果たす

役割について理解し、学習した

ことを生かして課題に取り組もう

としている。 

 

漢字を身につけよう⑥ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

 

12 7 

読
み
を
深
め
合
う 

それだけでいい 

【読む（詩）】 

 

 読み方を学ぼう➎ 

詩の表現技法 

2 時間 

 

◎表現に着目しながら読み、

その特徴と効果について

自分の考えをもつ。（Ｃエ） 

○詩の中の言葉を的確に捉

えて、内容を理解する。（Ｃ

ウ） 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 詩の中の言葉を的確に捉えて、内容を理解

する。 

・繰り返される表現を意識して、音読する。 

・山、海、星について、「……だけでいい」と

いっている理由を考える。 

2 表現に着目しながら読み、その特徴と効果

について自分の考えをもつ。 

・第三連までと、第四連との共通点・相違点

について話し合う。 

→ 読み方を学ぼう➎  詩の表現技法 

□■二次元コード□■   

・第五連が一行のみで表現されていることの

効果について、交流する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

 

〈学びを広げる〉 → 書く「詩」へ 

・構成を工夫したり、表現技法を活用したりし

て詩を書く。 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、文章の

構成や展開、表現の効果につ

いて、根拠を明確にして考えて

いる。（Ｃエ） 

➋「読むこと」において、場面と場

面、場面と描写などを結びつけ

て内容を解釈している。（Ｃウ） 

主 

・進んで文章の構成や展開、表

現の効果を捉え、学習課題に

そって考えたことを伝え合おうと

している。 

小説や随筆

などを読み、

考えたことを

伝え合う。（Ｃ

イ） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

言葉発見 4 

比喩・倒置・反復・対句・ 

体言止め 

1 時間 

 

◎比喩、反復、倒置、体言止

めなどの表現の技法を理解

し使う。（知・技（1）オ） 

1 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 比喩（直喩・隠喩・擬人法）について理解す

る。 

2 倒置・反復・対句・体言止めについて理解

する。 

3 「確かめよう」の課題に取り組む。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

➊比喩、反復、倒置、体言止めな

どの表現の技法を理解し使って

いる。（（1）オ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増すとともに、語句の辞

書的な意味と文脈上の意味との

関係に注意して話や文章の中

で使うことを通して、語感を磨き

語彙を豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで表現の技法を使い、学習

したことを生かして課題に取り

組もうとしている。 

 

 

詩 

思いや発見を 

リズムに乗せる 

【書く】 

4 時間 

 

◎自分の感じたことが効果的

に伝わるように、表現を工

夫し、作品全体を整える。

（Ｂエ） 

○日常生活の中から題材を

決め、集めた材料を整理し

て、伝えたいことをしぼり込

む。（Ｂア） 

 

1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

4 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 日常生活の中から題材を決め、集めた題材

を整理して、伝えたいことをしぼり込む。 

・日常生活の中から、詩の題材を選ぶ。 

・題材の中心を明確にして、伝えたいことをし

ぼり込む。 

2 自分の感じたことが効果的に伝わるように、

表現を工夫する。 

・伝えたい思いが伝わる表現になるよう工夫

して書く。 

・詩の表現技法を効果的に活用する。 

→□■二次元コード□■  

3 推敲して作品全体を整える。 

・自分の思いがうまく表現されているか読み

返し、推敲する。 

・複数の観点で比較しながらふさわしい表現

を選び、作品全体を整える。 

→思考の方法［比較する］ 

4 交流を通して、表現のよい点や改善点を見

つける。 

・完成した詩を読み合う。 

・伝わってきた思いや表現の工夫などについ

て、気づいたことを交流する。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「書くこと」において、読み手の

立場に立って、表記や語句の用

法、叙述の仕方などを確かめ

て、文章を整えている。（Ｂエ） 

➋「書くこと」において、目的や意

図に応じて、日常生活の中から

題材を決めている。（Ｂア） 

主 

・粘り強く叙述の仕方などを確か

め、学習の見通しをもって詩を

書こうとしている。 

詩を創作する

など、感じた

ことや考えた

ことを書く。

（Ｂウ） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

  8 

視
野
を
広
げ
る 

トロッコ 

【読む（小説）】 

 

 読み方を学ぼう➏  

情景描写 

 

芥川龍之介の世界 

5 時間 

 

◎情景描写と場面の展開を

結びつけて内容を捉える。

（Ｃウ） 

○人物の言動に着目して、心

情の変化を捉える。（Ｃイ） 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3-4 

 

 

 

 

 

5 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 主人公のトロッコに対する思いを捉える。 

・本文を通読し、内容を捉える。 

・良平が、トロッコにどのような思いを抱いて

いるかを考える。 

2 人物の言動に着目して、心情の変化を捉え

る。 

・登場人物の言動に着目する。 

・場面ごとに良平の心情を読み取り、その変

化を捉える。 

3 情景描写と場面の展開を捉え、表現の効果

について考える。 

・情景描写から良平の心情を捉える。  

・表現の効果を考え、内容を解釈する。 

→ 読み方を学ぼう➏  情景描写 

□■二次元コード□■  

4 最後の一文に描かれた情景から、作品を読

み深める。 

・最後の一文から受けるイメージについて考

える。 

・大人になった良平が、「そのときの彼」を思

い出す理由について考える。 

→思考の方法［比較する］ 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  参考資料／デジタル漢字

ドリル 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、場面と場

面、場面と描写などを結びつけ

て内容を解釈している。（Ｃウ） 

➋「読むこと」において、場面の展

開や登場人物の心情の変化な

どについて、描写をもとに捉えて

いる。（Ｃイ） 

主 

・進んで場面と描写などを結びつ

けて内容を解釈し、学習課題に

そって考えたことを記録しようと

している。 

小説を読み、

考えたことを

記録する。

（Ｃイ） 

 

 

読書活動 

私が選ぶこの一文 

【話す・聞く】 

3 時間 

 

◎読書が、知識や情報を得

たり、自分の考えを広げた

りすることに役立つことを

理解する。（知・技（3）オ） 

◎話し手の考えとの共通点

や相違点をふまえながら、

自分の考えをまとめる。（Ａ

エ） 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 興味や関心のある本を選び、読む。 

・図書館や本の紹介リストを活用して、本を選

ぶ。 

→資料編 読書の広場「小さな図書館」 

→□■二次元コード□■  

・心に残った場面や気になる言葉などを書き

留めながら、本を読む。 

2 心に残った一文を選ぶ。 

・本の中から心に残った一文を選ぶ。 

・なぜその一文を選んだのか、エピソードを

交えながら、自分の考えをまとめる。 

3 グループになって、一文を紹介し合う。 

・グループになって、選んだ理由と合わせて

一文を紹介する。 

・質問をし合い、本の内容やお互いの考えに

ついて理解を深める。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分

の言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  読書記録カード 

知・技 

・読書が、知識や情報を得たり、

自分の考えを広げたりすること

に役立つことを理解している。

（（3）オ） 

思・判・表 

➊「話すこと・聞くこと」において、

必要に応じて記録したり質問し

たりしながら話の内容を捉え、

共通点や相違点などをふまえ

て、自分の考えをまとめている。

（Ａエ） 

➋「話すこと・聞くこと」において、

考えや根拠が明確になるよう

に、話の中心的な部分と付加的

な部分、事実と意見との関係に

注意して話の構成を考えてい

る。（A イ） 

主 

・積極的に自分の考えをまとめ、

学習の見通しをもって紹介した

いことを話したり聞いたりしようと

している。 

紹介や報告

など伝えたい

ことを話した

り、それを聞

いて質問した

り意見などを

述べた り す

る。（Ａア） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

  

 

漢字を身につけよう⑦ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

1 

 

 

1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

 

1 8 

視
野
を
広
げ
る 

 意味と意図 

──コミュニケーションを 

考える 

【読む（説明）】 

 

 読み方を学ぼう➐  要約 

5 時間 

 

◎必要な情報に着目して文

章を要約し、内容を捉え

る。（Ｃウ） 

◎文章で読んで理解したこと

をもとに、自分の考えを深

める。（Ｃオ） 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 

 

 

 

 

 

 

4-5 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 文章に示された事例について、比較して捉

える。 

・本文を通読し、内容を捉える。 

・「意味」と「意図」について、本文を抜き出し

て整理する。  

・「ジャガイモ」と「窓」の例の共通点を見つけ

る。 

2 必要な情報に着目して文章を要約し、内容

を捉える。 

・「意図の理解」について、具体例をもとに捉

える。 

・「意図の理解」が重要な理由を説明する。 

→ 読み方を学ぼう➐  要約 

□■二次元コード□■  

3 文章を読んで理解したことをもとに自分の考

えを深める。 

・ＳＮＳの例をあげていることの効果を考える。 

・筆者の考えについて、自分の経験と関連づ

けて考える。 

・自分の考えを文章にまとめる。 

→思考の方法［関連づける］ 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

 

〈学びを広げる〉 → 書く「意見文」へ 

・根拠を明確にした意見文を書く。 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、目的に応

じて必要な情報に着目して要約

し、内容を解釈している。（Ｃウ） 

➋「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、

自分の考えを確かなものにして

いる。（Ｃオ） 

主 

・進んで必要な情報に着目して要

約し、学習課題にそって理解し

たことを文章にまとめようとして

いる。 

説明の文章

を読み、理解

したことや考

えたことを報

告したり文章

にまとめたり

する。（Ｃア） 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

 

 

 

 

意見文 

根拠を明確にして 

考えを述べる 

【書く】 

6 時間 

 

◎書く内容の中心が明確に

なるように、段落の役割な

どを意識して文章の構成

や展開を考える。（Ｂイ） 

◎根拠を明確にしながら、自

分の考えが伝わる文章に

なるように工夫する。（Ｂ

ウ） 

 

 

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 

 

 

 

 

5-6 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 交流を通して意見をまとめる。 

・共感したり、違和感を覚えたりした体験を思

い起こす。 

・交流を通して、体験とそのときの思いや感

覚を明らかにする。 

・体験から導き出された自分の主張を書き出

す。 

・事実や理由づけを整理して三角ロジックの

形で書き出す。 

2 主張の根拠を明確にして意見文を書く。 

・「事実」や「理由づけ」を用いて、主張の根

拠が明確になるような組み立てを考える。 

・根拠を明確にしながら意見文を書く。 

→□■二次元コード□■  

3 書いた意見文を読み合い、書き直す。 

・完成した意見文を読み合う。 

・「納得できたか」「根拠は明確か」など、意見

や感想を伝え合う。 

・意見や感想をもとに、書き直して完成させ

る。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  参考資料 

知・技 

・原因と結果、意見と根拠など情

報と情報との関係について理解

している。（（2）ア） 

思・判・表 

➊「書くこと」において、書く内容

の中心が明確になるように、段

落の役割などを意識して文章の

構成や展開を考えている。（Ｂ

イ） 

➋「書くこと」において、根拠を明

確にしながら、自分の考えが伝

わる文章になるように工夫して

いる。（Ｂウ） 

主 

・粘り強く根拠が明確になるよう工

夫し、学習の見通しをもって意

見文を書こうとしている。 

本や資料か

ら文章や図

表などを引用

して説明した

り記録したり

するなど、事

実やそれをも

とに考えたこ

とを書く。（Ｂ

ア） 

 

 

9 

振
り
返
っ
て
見
つ
め
る 

文法の窓 2 

単語の類別・品詞 

3 時間 

 

◎単語の類別・品詞について

理解する。（知・技（1）エ） 

 

1-3 ◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 「文法の窓 2」で単語の類別や品詞につい

て考える。 

2 「文法のまとめ」「3 単語の類別・品詞」で、単

語の類別や品詞について理解する。 

3 「文法のまとめ」「4名詞」「5副詞・連体詞・接

続詞・感動詞」で、各品詞の特徴を理解す

る。 

4 「確認しよう 2」の課題に取り組む。 

→□■二次元コード□■  

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

知・技 

・単語の類別について理解してい

る。（（1）エ） 

主 

・進んで単語の類別について理解

し、学習したことを生かして課題に

取り組もうとしている。 

 

 

 

7 

読
み
を
深
め
合
う 

漢字を身につけよう⑧ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

1 1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

2 9 

振
り
返
っ
て
見
つ
め
る 

 

少年の日の思い出 

【読む（小説）】 

 

 読み方を学ぼう➑   

語り手・視点 

5 時間 

 

◎過去を回想する構成、語り

手や視点を捉え、表現の

効果について考える。（Ｃ

エ） 

◎登場人物の行動や心情に

ついて、自分の考えを確か

なものにする。（Ｃオ） 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

5 

◆目標を確認し、学習の見通しをもつ。 

1 過去を回想する構成と登場人物の相互関

係を捉える。 

・本文を通読し、全体の構成を捉える。 

・現在の場面と過去の場面に分けて登場人

物を書き出し、関係を整理する。 

2 登場人物の人物像を、描写をもとに捉える。 

・「僕」のチョウに対する熱情を読み取る。 

・「僕」から見たエーミールの人物像を捉え

る。 

3 登場人物の心情の変化を、描写をもとに捉

える。 

・場面ごとに「僕」の心情を読み取る。 

・場面の展開にそって、「僕」の心情の変化を

捉える。 

4 登場人物の言動の意味を、語りや描写をも

とに捉える。 

・最終場面の描写から、「僕」の行為の意味を

考える。 

・「僕」の行為の意味について、考えたことを

共有する。 

→思考の方法［仮定する］ 

5 語り手の視点を捉え、表現の効果について

考える。 

・エーミールの人物像を自分の視点から捉え

直す。 

→ 読み方を学ぼう➑  語り手・視点 

□■二次元コード□■  

・現在の場面が果たす役割を捉え、表現の

効果について考える。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分

の言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  デジタル漢字ドリル 

知・技 

・原因と結果、意見と根拠など情

報と情報との関係について理解

している。（（2）ア） 

思・判・表 

➊「読むこと」において、文章の

構成や展開、表現の効果につ

いて、根拠を明確にして考えて

いる。（Ｃエ） 

➋「読むこと」において、文章を読

んで理解したことに基づいて、

自分の考えを確かなものにして

いる。（Ｃオ） 

主 

・進んで文章の構成や表現の効

果を捉え、自分の考えを確かな

ものにし、学習課題にそって考

えを伝え合おうとしている。 

小説を読み、

考えたことを

伝え合う。（Ｃ

イ） 

 

 

 

 

漢字を身につけよう⑨ 

1 時間 

 

◎常用漢字の読み・書きにつ

いて理解を深める。（知・技

（1）イ） 

1 

 

1 中学校で学習する漢字を読む。 

2 中学校で新しく学習する読みを学ぶ。 

→□■二次元コード□■  

知・技 

➊学年別漢字配当表に示されて

いる漢字に加え、その他の常用

漢字のうち 300 字程度から 400

字程度までの漢字を読んでい

る。また、学年別漢字配当表の

漢字のうち 900 字程度の漢字を

書き、文や文章の中で使ってい

る。（（1）イ） 

➋事象や行為、心情を表す語句

の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにしている。（（1）ウ） 

主 

・進んで常用漢字について理解

を深め、学習したことを生かして

課題に取り組もうとしている。 

- 
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月 
単
元
名 

教材名【領域】 

●学習目標 
時 主な学習活動 評価規準 

学習指導要領

の言語活動例 

3 

 

グループ新聞 

一年間の自分とクラスを 

振り返って 

【話す・聞く】       3 時間 

【書く】            5 時間 

 

◎取材して集めた情報を、編

集会議によって検討したり

整理したりして、考えをまと

める。（Ａア） 

◎読み手の立場に立って文

章を読み返し、表記や表

現の仕方などを確かめて、

文章を整える。（Ｂエ） 

 

 

1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 

 

 

 

 

5-8 

 

 

 

 

 

 

◆目標と学習の流れを確認し、学習の見通し

をもつ。 

1 編集会議を開き、記事の内容を決める。 

・できごとを振り返り、記事にしたいものを書き

出す。 

・四、五人のグループで編集部を作る。 

・編集部内で感想や情報を交換し合い、新

聞の特徴、新聞名、記事の候補を決める。 

・記事の候補について、取材や編集会議を

する。 

2 レイアウトを決めて、記事を書く。 

・記事の場所を割り振り、字数・紙面の形と大

きさ・見出し・写真の有無を確認する。 

・記事の執筆担当者を決め、文章を書き、図

表やイラストを作成する。 

3 記事を推敲して紙面を作り、新聞を読み合

う。 

・記事を持ち寄り、読み手の立場に立って文

章を読み合う。 

→資料編「原稿用紙の使い方・推敲の仕方」 

・レイアウトにそって構成し、紙面を完成させ

る。 

・新聞を作る際に工夫したこと、新聞を読んで

新たに気づいたことや感じたことを交流す

る。 

◆目標をもう一度確認し、学んだことを自分の

言葉でまとめる。 

→□■二次元コード□■  参考資料 

知・技 

・比較や分類、関係づけなどの情

報の整理の仕方について理解

を深め、それらを使っている。

（（2）イ） 

思・判・表 

➊「話すこと・聞くこと」において、

集めた材料を整理し、伝え合う

内容を検討している。（Ａア） 

➋「書くこと」において、読み手の

立場に立って、表記や語句の用

法、叙述の仕方などを確かめ

て、文章を整えている。（Ｂエ） 

主 

・積極的に伝え合う内容を検討

し、粘り強く表記や語句の用法

を確かめ、学習の見通しをもっ

てグループ新聞を作ろうとして

いる。 

互いの考えを

伝えるなどし

て、少人数で

話し合う。（Ａ

イ） 

 

本や資料か

ら文章や図

表などを引用

して説明した

り記録したり

するなど、事

実やそれをも

とに考えたこ

とを書く。（Ｂ

ア） 

 

 

歌の言葉 

始まりの歌 

 

- - - - 

 

 


